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会 場 の 山 口 市 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー

　
２ 回 講 座 「 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 力 を ア ッ プ デ ート （ Ｕ ｐ ｄ ａ ｔ ｅ ） し よう 〜 ア サ ー テ ィ ブ コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン 」 が 、

1 0月

2 6日 と

1 1月

1 6日 の い ず れ

も 土 曜 日 に 開 か れ る 。 時

間 は ど ち ら も 午 後 １ 時 半か ら ３ 時 半 ま で で 、 会 場は 山 口 市 男 女 共 同 参 画 セン タ ー （ 山 口 市 中 央２ ）  。 主 催 は 山 口 市 で 、オ ン ラ イ ン （ ｚ ｏ ｏ ｍ ）で の 受 講 も 可 能 だ 。 参 加費 は ５ ０ ０ 円 。　
職 場 な ど 日 常 生 活 の 多

く の 場 面 に お い て 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル は重 要 な ツ ー ル と な る 。 そこ で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 能 力 を 高 め た い 人 に 向け て 、  「 誠 実 」  「 率 直 」
「 対 等 」  「 自 己 責 任 」 を ４

つ の 柱 と す る 「 ア サ ー ティ ブ 」 な 伝 え 方 を 学 ん でも ら お う と 開 催 す る もの 。　 「 ア サ ー テ ィ ブ 」 と は
「 断 言 的 な 」 と い う 意 味

で 、  「 自 己 主 張 す る 」 と

い う 意 味 で も 使 わ れ る 言葉 だ 。 た だ し 、 こ こ で いう 自 己 主 張 と は 、 相 手 を尊 重 し な が ら 自 分 の 意 思を 表 現 す る こ と を 指 し てい る 。 こ の 講 座 で は 、 自分 も 相 手 も 尊 重 し 合 い なが ら 、  「 話 し 合 い 」 を して い く 心 構 え と ス キ ル を学 ぶ 。 講 師 は Ｎ Ｐ Ｏ 法 人
「 ア サ ー テ ィ ブ ジ ャ パ

ン 」 の ト レ ー ナ ー が 担

当 。 初 日 は 堀 内 香 苗 さ んで 、 ２ 日 目 は 寺 地 典 子 さん だ 。　
参 加 希 望 者 は 電 話 か メ

ー ル で 、 氏 名 、 住 所 、 電話 番 号 を 、 企 画 運 営 を 担当 す る 山 口 市 男 女 共 同 参画 ネ ッ ト ワ ー ク （

０ ９

０

－

７ ５ ９ ２

－

６ ６ ４

８ 、

dj
ks

n
et0401

@ 

g
mail.co

m

） に 伝 え る 。

締 め 切 り は

1 8日  （ 金 ）  。

１ ０ ・ １ １ 月 「 ア サ ー テ  ィ  ブ 」  な 伝 え 方 を 学 ぶ
コ ミ  ュ  力 ア  ッ  プ 講 座
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と きと こ ろ料 金

1 9 6 1  年 旧 厚 狭 郡 山 陽 町 生 ま れ の  6 2  歳 。
慶 應 義 塾 大 卒 業 後  8 5  年 に 広 島 銀 行 入 行 。
常 務 執 行 役 員 本 店 長 、 ひ ろ ぎ ん キ ャ ピ タ
ル パ ー ト ナ ー ズ 社 長 な ど を 経 て 2 0 2 2  年 、
山 口 フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ 入 社 。 著 書
に 「 中 小 企 業 再 生 の 実 務 」（ 共 著 ） が あ る 。

8 8 1

　
４ 月 １ 日 、 山 口 フ ィ ナ

ン シ ャ ル グ ル ー プ 営 業 戦略 部 か ら の 異 動 で 、 山 口銀 行 専 務 執 行 役 員 山 口 支店 長 に 就 任 し た 。  「 山 口銀 行 と 山 口 フ ィ ナ ン シ ャル グ ル ー プ の 評 判 を 落 とさ ぬ よ う 邁 進 し 、 こ れ まで 経 験 を 積 ん で き た 事 業再 生 の ノ ウ ハ ウ を 現 場 で生 か し な が ら 地 域 に 貢 献し た い 」 と 意 気 込 み を 語る 。　
父 親 も 元 山 口 銀 行 員 。

自 身 は 広 島 銀 行 で 法 人 営業 畑 を 歩 み 、 グ ル ー プ 会

社 ひ ろ ぎ ん キ ャ ピ タ ル パ ート ナ ー ズ で は 代 表 取 締 役 社長 を 務 め た 生 粋 の バ ン カ ーだ 。 コ ロ ナ 禍 に お い て は 、宮 島 （ 広 島 県 ） の 老 舗 旅 館「 岩 惣 」 を は じ め と す る 企業 の 経 営 立 て 直 し に い ち 早く 着 手 。 将 来 的 な 企 業 価 値を 判 断 し 、 ス ピ ー ド 感 を もっ て 「 伴 走 支 援 」 を 実 践 して き た 。　
「 銀 行 グ ル ー プ は 事 業 再

生 を ワ ン ス ト ッ プ で な し うる 事 業 者 だ と 思 う 。 困 り ごと が あ れ ば 何 で も 相 談 し てほ し い 」 と 呼 び か け る 。

小
こ

池 いけ

　
政 まさ

弘 ひろ

さ ん

山 口 銀 行 専 務 執 行 役 員 山 口 支店 長

サ  ン  デ  ー  美  術  館

3 1 6

写 し た も の が「 こ れ 」 で あ る

▼ も ち ろ ん 、 前 原 の 写 し 方は 驚 異 の 「 一 木 造 り 」  。 適度 な サ イ ズ の 角 材 か ら 寸 分た が わ ず 彫 り だ す ▼ こ の 作品 を 眺 め て い た ら 、 １ ５ ０年 ほ ど 前 の 油 絵 草 創 期 に 描か れ た 《 豆 腐 と 油 揚 げ 》 とい う 絵 を 思 い 出 し た 。 西 欧絵 画 の 「 迫 真 的 」 な 描 写 力に 驚 嘆 し た 画 家 ・ 高 橋 由 一が 、 モ ノ の 「 凸 凹 遠 近 深 浅の 形 状 」 を 写 し だ す こ と に憑 か れ て 描 い た 渾 身 の 豆 腐と 油 揚 げ ！

　
各 々 の 質 感 を

執 拗 に 再 現 し た 名 作 で あ る▼ １ ５ ０ 年 後 の 前 原 も ま た同 じ く 、  「 凸 凹 遠 近 深 浅 の形 状 」 を 彫 り だ す 。 質 感

 

の み な ら ず 、 モ ノ に 刻 み 込ま れ て い た 時 間 ま で を も 。※ 『 超 絶 技 巧 、 未 来 へ ！ 明治 工 芸 と そ の Ｄ Ｎ Ａ 』 展 示作 品 よ り

　
使 い 古 さ れ た グ ロ ー ブ と

ボ ー ル ▼ 前 原 冬 樹 （ １ ９ ６２ 年 生 ま れ ） は こ れ を フ リー マ ー ケ ッ ト で 見 つ け て 思わ ず 買 っ て し ま っ た よ う だ▼ い や 、  「 こ れ 」 を 見 つ けた と い う の は 正 確 で は ない 。 見 つ け た の は 「 こ れ 」で は な く 、 見 つ け た そ れ を
「 凸 凹 遠 近 深浅 」  を 写 す前 原 冬 樹

　
《  一  刻

　
グ  ロ  ー  ブ

と ボ  ー  ル 》

　
朴  ・  油 彩  ・  墨

 

２  ０  ２  ２ 年

　
個 人 蔵

　

県 立 美 術 館

　 　

河 野

　
通 孝
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1 0月

2 2日  （ 火 ）

「 子 育 て ひ ろ ば 」  に お 越 し く だ さ い ♪

次 回 は

1 1月

2 6日  （ 火 ）  開 催 予 定 で す ♪

1 0月

2 2日  （ 火 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ

ー

「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」
（
新 山 口 駅 在 来 線 口

 こ こ と 小 郡 店 前

）

１ 家 族 １ ０ ０ 円（ 保 険 料 な ど ）

　
温 か い 雰 囲 気 で 、 家 に

は な い お も ち ゃ も あ り 、子 ど も は 楽 し そ う で した 。 私 も リ ラ ッ ク ス で きま し た 。 ま た 次 回 も 参 加し た い と 思 い ま す 。

　

（ ペ ン ネ ー ム

　
れ も ん さ

ん ） ひ ろ ば 参 加 者 の 感 想
▲  コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す　
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー プ や ま

ぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ッ ク で き ま す 。急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す の で 、 あ らか じ め ご 確 認 く だ さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上げ ま す 。 　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ る

ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出 会 いの 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 に ノ ン プ ロ グ ラム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過 ご せ る 空間 を 提 供 す る 場 で す 。参 加 予 約 は 不 要 。 い つ 来 て い つ 帰 っ て も ＯＫ 。 の ん び り し た い 方 も 、 お 友 だ ち を つ く りた い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い 。

◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０

（ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

 １ 行 記 事　 県 内 最 大 級 の 振 袖 展 示 会 「 山 口 井 筒 屋 大 振 袖 展 」 が 、 あ す １ ７ 日 か ら ２ ０ 日 （ 日 ） ま で 山 口 井 筒 屋 ５ 階 催 場 で 。 詳 細 は １ ２ 日 付 本 紙 掲 載 広 告 を 参 照 の こ と 。
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

式 典 で あ い さ つ す る 伊 藤 市 長

　
山 口 市 菜 香 亭 （ 山 口 市

天 花 １ 、

☎
０ ８ ３

－

９ ３

４

－

３ ３ １ ２ ） の 「 開 館
2 0周 年 記 念 式 典 」 が 、

1 0

月 ６ 日 に 同 施 設 で 開 か れた 。 伊 藤 和 貴 山 口 市 長 や指 定 管 理 者 「 歴 史 の 町 山口 を 甦

よ み が え

ら せ る 会 」 の 河 野

康 志 理 事 長 ら 、 関 係 者

2 5

人 が 出 席 。 そ の 節 目 を 祝

っ た 。　
同 館 の ル ー ツ は 、 料 亭

「 祇 園 菜 香 亭 」  。 萩 藩 （ 長州 藩 ） の 膳 部 職 （ 台 所方 ） を 務 め て い た 萩 生 まれ の 齊 藤 幸 兵 衛 が 「 山 口移 鎮 」 に 伴 い 山 口 市 竪 小路 に 移 住 。 そ の 後 １ ８ ７７ 年 （ 明 治

1 0年 ）  、 八 坂

神 社 境 内 の 一 角 に 料 亭 を開 業 し た 。 そ し て 、 そ こを 井 上 馨 が 訪 れ た 際 に
「 菜 香 亭 」 と 命 名 。 伊 藤

博 文 や 山 縣 有 朋 な ど 山 口県 出 身 の 歴 代 首 相 や 多 くの 著 名 人 が 足 を 運 ぶ 山 口の 迎 賓 館 的 な 存 在 と なり 、 １ ８ ８ ７ 年 （ 明 治

2 0

年 ） に は 山 口 で 初 め て 西洋 料 理 の 提 供 も 始 め た 。戦 争 や 高 度 経 済 成 長 、 バブ ル 崩 壊 な ど を 経 て 、 １９ ９ ６ 年 （ 平 成 ８ 年 ） に惜 し ま れ つ つ の れ ん を 下ろ す こ と に な っ た 。　
営 業 終 了 後 、 山 口 青 年

会 議 所 の 有 志 ら が 定 期 的に 掃 除 を 行 う な ど 、 保 存活 動 を 展 開 。 大 殿 ・ 竪 小路 地 区 を 舞 台 に 同 年 か ら始 ま っ た イ ベ ン ト 「 ア ート ふ る 山 口 」  （ ２ ０ １ ８年 に 終 了 ） の メ イ ン 会 場に 菜 香 亭 を 位 置 付 け る など し 、 保 存 ・ 活 用 を 訴 え

続 け た 。 そ し て ５ ０ ０ ０人 の 署 名 と と も に 請 願 書が 提 出 。 市 議 会 で は 満 場一 致 で 採 択 さ れ 、 菜 香 亭の 移 築 保 存 が 決 定 し た 。　
ま た 、 菜 香 亭 最 後 の 主

人 の ５ 代 目 ・ 齊 藤 清 子 さん が 扁

へ ん

額 が く

や 掛 け 軸 、 調 度

品 な ど 約 １ 万 点 に も お よぶ 所 蔵 品 を 山 口 市 に 寄 贈し 、 約 ３ ０ ０ ㍍ 離 れ た 現在 地 に 最 盛 期 の 建 物 が 移築 ・ 復 元 。

0 4年 （ 平 成

1 6

年 ）

1 0月 ２ 日 の 「 第 ９ 回

ア ー ト ふ る 山 口 」 に 合 わせ て 開 館 し た 。　
現 在 同 館 で は 、 開 館

2 0

周 年 記 念 特 別 展 「 料 亭 を彩 る 屏

び ょ う ぶ

風 」 が 開 催 中 。 料

亭 時 代 に 実 際 に 飾 ら れ てい た ８ 点 を 鑑 賞 で き る 。期 間 は

2 8日  （ 月 ）  ま で 。 観

覧 料 は 高 校 生 以 上 １ ０ ０円 、 小 中 学 生

5 0円 。

　
さ ら に そ の 後 も 、 Ｎ Ｈ

Ｋ 大 河 ド ラ マ 「 光 る 君へ 」 展 （

1 1月 １ 日 〜

1 0

日 ）  、  「 平 安 の し ら べ 〜 十二 単 お 服 上 げ 実 演 」  （

1 1

月 ９ ・

1 0日 ）  、  「 神 田 京 子

独 演 会 」  （

1 1月

2 3日 ）  、

「 山 口 の 近 代 建 築 と 菜 香亭 」  （

1 1月

1 3日 〜

1 2月

2 7

日 ） な ど の 記 念 イ ベ ン トが 予 定 さ れ て い る 。

　 「 山 口 で な か な か 上 映さ れ る 機 会 の な い 良 質 な単 館 系 新 作 映 画 を 、 自 分た ち の 手 で 上 映 ・ 観 賞 する 」 こ と を 目 的 に 活 動 して い る 「 西 京 シ ネ ク ラブ 」 は 、 ベ ル ギ ー の 映 画監 督 バ ス ・ ド ゥ ヴ ォ ス によ る 「 Ｈ ｅ ｒ ｅ 」  （ ２ ０２ ３ 年 、 ベ ル ギ ー ） を 、
1 9日  （ 土 ）  に 上 映 す る 。 会

場 は 山 口 市 民 会 館 小 ホ ール （ 山 口 市 中 央 ２ ） で 、上 映 時 間 は 午 前

1 0時 半 、

午 後 ２ 時 、 ７ 時 か ら の ３回 だ 。　
ブ リ ュ ッ セ ル に 住 む シ

ュ テ フ ァ ン は 、 ア パ ー トを 引 き 払 っ て 故 郷 の ル ーマ ニ ア に 帰 ろ う と 考 え て

い る 建 設 労 働 者 。 冷 蔵 庫の 片 付 け も 兼 ね て 、 残 り物 で 作 っ た ス ー プ を お 別れ の 贈 り 物 と し て 友 人 たち に 配 っ て ま わ っ て いる 。 出 発 の 準 備 が 整 っ たシ ュ テ フ ァ ン は あ る 日 、森 を 散 歩 中 に 以 前 出 会 った 中 国 系 ベ ル ギ ー 人 女 性シ ュ シ ュ と 再 会 。 そ こ で初 め て 彼 女 が コ ケ 類 の 研究 者 で あ る こ と を 知 る 。足 元 に 広 が る 多 様 で 親 密な 世 界 で 、 ２ 人 の 心 は ゆっ く り と つ な が っ て … 。　
本 作 は 、 ド ゥ ヴ ォ ス 監

督 の 長 編 ４ 作 目 。 第

7 3回

ベ ル リ ン 国 際 映 画 祭 （

2 3

年 ） で は 、 エ ン カ ウ ン ター ズ 部 門 最 優 秀 作 品 賞 と

国 際 映 画 批 評 家 連 盟 賞 の２ 冠 に 輝 い た 。　
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ ０ ０ ０ 円 、

1 8歳 以

下 ８ ０ ０ 円 。 電 話 予 約
（
☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

２

６ ８ ８ ） す れ ば 、 一 般 料金 の み １ ５ ０ ０ 円 に 割 り引 き さ れ る 。　
同 会 の 大 久 保 雅 子 代 表

は 「 普 段 は 見 落 と し が ちな 、 人 の さ り げ な い 優 しさ や 思 い や り に 気 づ か せて く れ る 映 画 。 国 内 で はあ ま り 紹 介 さ れ て い な い作 品 な の で 、 ぜ ひ こ の 機会 に 足 を 運 ん で 」 と 鑑 賞を 呼 び 掛 け て い る 。

山 口 市 菜 香 亭 が 2 0 周 年
記 念 式 典 ・ 記 念 事 業 を 開 催

西 京 シ ネ ク ラ ブ

ベ  ル  ギ ー 映 画  「 Ｈ  ｅ  ｒ  ｅ  」  上 映１ ９ 日女 性 行 政 書 士 が 対 応

女 性 の た め の 相 談 会
1 9日

　 「 女 性行 政 書 士に よ る

　

女 性 の ため の 無 料相 談 会 」が 、

1 9日

（ 土 ）  午 前

1 0時 か ら
午 後 ４ 時ま で 、 パル ト ピ ア

山 口 （ 防 長 青 年 館 、 山 口市 神 田 町 １ ） で 開 か れる 。　
県 行 政 書 士 会 が 「 女 性

特 有 の 悩 み は 女 性 に 聞 いて も ら う こ と で 共 感 を 得ら れ る こ と も 多 く 、 同 性な の で 話 し や す い 等 の メリ ッ ト が あ る 」 と 県 内 の市 町 で 実 施 し て い る 催し 。 山 口 市 内 で は 昨 年 初め て 開 催 さ れ 、

1 2組 が 相

談 に 訪 れ た 。　
同 会 山 口 支 部 は 「  『 男

性 に は 相 談 し に く い 』
『 女 性 に 聞 い て も ら い た

い 』 と い っ た 悩 み 事 や 相談 事 が あ れ ば 、 ぜ ひ 来 場を 。 行 政 書 士 に は 守 秘 義務 が あ る の で 、 安 心 し て相 談 し て ほ し い 」 と 呼 びか け て い る 。　
申 し 込 み は 、 電 話 で 同

支 部 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ４

－

５ ０ ５ ９ 、 平 日 午 前 ９
時 か ら 午 後 ４ 時 ） へ 。 空き が あ れ ば 当 日 で も 対 応し て も ら え る 。お わ び と 訂 正載 「 柏 木 亨 会 長 」 は 、 正し く は 「 柏 木 享 会 長 」 です 。 お わ び し て 訂 正 い たし ま す 。 

㈱ サ ン デ ー 山 口

1 2日 付 １
面 記 事 記

山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

次 回 は 1 0 月 2 3 日 掲 載

︻ 絵 本 制 作 ︼

ボ ラ ン テ ィ

ア 募 集 。 絵 本 制 作 中 です 。 イ ラ ス ト 、 絵 が 得 意な 方 一 緒 に 絵 本 作 り し ませ ん か 。

０ ９ ０

－

９ ４

９ ０

－ ７ ０ ６ ３ （ 芳 賀 ）

︻ 催 場 ︼ ~

2 0日  ︵ 日 ︶  :

黒

木 国 昭 ガ ラ ス 展 ▽

1 7日

︵ 木 ︶  ~

2 0日  ︵ 日 ︶  :

秋 の 大

呉 服 展 ・ 大 振 袖 展

︻ 美 術

ギ ャ ラ リ ー ︼ ~

2 1日
　

︵ 月 ︶  :

秋 の 絵 画 ・ 掛 軸 ご

奉 仕 会 、 村 上 真 美 作 品 展

お 知 ら せ

 １ 行 記 事　 「 令 和 の 米 騒 動 」 も 記 憶 に 新 し い 中 、 小 野 商 店 （ 山 口 市 下 小 鯖 ） で は 「 秋 の 収 穫 祭 」 を 開 催 中 。 ３ １ 日 （ 木 ） ま で 、 玄 米 ３ ０ ㌔ を ５ ０ ０ 円 引 き で 提 供 す る 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ ０ 月 １ ６ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口
Ｑ . ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認知 症 と は ？Ａ .

ア ル ツ ハ イ マ ー 型 認

知 症 と は 、 脳 の 神 経 細 胞が 減 少 し 、 脳 が 萎 縮 す るこ と で 症 状 が 現 れ る 認 知症 で 、 高 齢 者 の 認 知 症 の原 因 と し て 最 も 多 い 疾 患で す 。 ア ミ ロ イ ド β （ ベー タ ） と 呼 ば れ る 異 常 な蛋 白 質 の 蓄 積 と 神 経 原 線維 変 化 （ 過 剰 に リ ン 酸 化さ れ た タ ウ 蛋 白 の 蓄 積 ）と い う 脳 内 で の 二 つ の 変化 が 特 徴 で す 。 こ の 異 常な 蛋 白 質 の 蓄 積 に よ り 、神 経 細 胞 の 破 壊 が 起 き 、徐 々 に 脳 の 萎 縮 が 進 行 しま す 。　
症 状 で は 記 憶 障 害 を 最

も よ く 認 め 、 初 期 に は 昔の こ と は よ く 覚 え て い るの に 、 最 近 の こ と を 覚 える こ と が で き な い の が 特徴 で す 。 同 じ こ と を 何 度も 繰 り 返 し 聞 く 、 年 月 や日 付 が 分 か ら な い 、 約 束を 忘 れ る な ど が よ く あ る症 状 で す 。 ま た 、 財 布 や日 用 品 な ど を 他 人 に 盗 られ た な ど の 物 盗 ら れ 妄 想を 伴 う こ と も あ り ま す 。進 行 す る と 昔 の こ と も 忘れ 、 自 分 の 居 場 所 や 親 しい 人 の 顔 も 分 か ら な く なっ た り 、 食 事 や 着 替 え 、ト イ レ 、 入 浴 な ど の 日 常生 活 動 作 を 正 し く 行 う こと が で き な く な っ た り など の 症 状 も あ り ま す 。医 療 法 人 清 仁 会

　
林 病 院

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ７ ２

－

０ ４ １ １

三 隅

 俊 吾

 医 師

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


